
京都府の各児童相談所で心理判定員（児童心理司）及び児童福祉司等として

約 30年あまり相談業務に従事。2007 年 4 月から子どもの虹情報研修

センター研究部長となり、2015 年 4 月からセンター長。

著書に、『虐待死－なぜ起きるのか　どう防ぐか』（岩波新書）、『児童虐待

－現場からの提言』（岩波新書）、『うちに帰りたくないときによむ本』

（監修 少年写真新聞社）、『虐待「嬰児殺」事例と歴史的考察から考える

子ども虐待死』（編著 福村出版）、『日本の児童相談－先達に学ぶ援助の技』

（編著 明石書店）など。
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